
（明治元年～昭和２６年）国内外及び愛知県内の主な出来事

【国内外の主な出来事】 【愛知県内の主な出来事】西暦(年号)

1868(明治元) ・戊辰戦争 ・青松葉事件

・五箇条の誓文発布 ・犬山藩・今尾藩成立

・藩治職制布告 ・尾張藩東征の東海道先鋒を命ぜられる

・三河県設置

・各地で農民騒 おこる。擾

・半田で醤油醸造はじまる。

1869(明治 2) ・版籍奉還 ・尾張藩、名古屋藩と改称

・東京・横浜間電信開通 ・吉田藩、豊橋藩と改称

・名古屋藩、明倫堂を学校と改称

・名古屋藩、武学館、兵学校設置

1871(明治 4) ・東京・京都・大阪間郵便開始 ・名古屋城の金鯱宮内省へ献納

・廃藩置県 ・尾張２県、三河１０県となる。

・名古屋県庁、藩臣旧邸に設置

・藩校の廃止あいつぐ。

・名古屋に東京鎮台第三分営設置

・三河の諸県廃止、額田県設置

・額田県庁、岡崎城内に設置

・犬山県、名古屋県に合併

・三の丸旧藩士邸宅を取りこわし売却はじまる。

・名古屋県新聞発行奨励に関して布達

1872(明治 5) ・学制頒布 ・名古屋県、愛知県と改称

・新橋・横浜間鉄道開業 ・愛知県、諸新聞の購読奨励に関して布達

・徴兵の招書 ・額田県、愛知県に合併（県内１５大区に区画）

1873(明治 6) ・徴兵令布告 ・名古屋鎮台設置

・ウィーン万国博覧会 ・名古屋城、陸軍省所管となる

・地租改正条例布告 ・吉田城焼失

・ウィーン万国博覧会に名古屋城の金鯱・七宝焼など出

品

・名古屋城の二の丸御殿等取りこわし

・愛知新聞創刊

1874 明治７ ・大阪・神戸間鉄道開通 ・名古屋博覧会（ ）

・愛知県庁、東本願寺別院に移転

1875(明治 8) ・樺太・千島交換条約調印 ・名古屋にガラス製造所設立

・江華島事件

1876(明治 9) ・廃刀令制定 ・各区に区会所設置

・大区小区制廃止、１８区新設

・名古屋で燐寸製造業はじまる。

1879(明治12) ・琉球藩を廃し、沖縄県設置 ・明治用水の水路開削工事着工

・学制廃止、教育令公布 ・金鯱、名古屋城に復帰

・最初の県会議員選挙、愛知県会開設

1882(明治15) ・軍人勅諭発布 ・暴風雨、庄内川・乙川堤防決壊

1885(明治18) ・天津条約調印 ・名古屋商工会議所設立

・内閣制度制定 ・名古屋でメリヤスの製造はじまる。

・名古屋紡績設立



・吉田城址に名古屋鎮台豊橋分営設置

1886(明治19) ・学校令公布 ・武豊・一宮間鉄道開通

・県令、知事と改称

1887(明治20 ・所得税法公布 ・名古屋・岐阜間鉄道開通）

1888(明治21) ・市制町村制公布 ・名古屋鎮台廃止、第三師団設置

1889(明治22) ・大日本帝国憲法発布 ・愛知憲兵隊設置

・東海道線全通 ・名古屋区、名古屋市となる。

・最初の名古屋市会議員選挙

・名古屋にはじめて電燈つく

1890(明治23) ・府県制・郡制公布 ・名古屋市役所開庁（栄町）

・教育ニ関スル勅語発布 ・陸海軍特別大演習

・第１回帝国議会 ・枝下用水竣工

・豊田佐吉、木製人力織機を発明

1894(明治27) ・清国に宣戦布告（日清戦争） ・第三師団に動員令

・日米通商航海条約調印

1895(明治28) ・日清講和条約調印 ・犬山城、愛知県より旧犬山藩主へ条件付無償譲与

・独・仏・露三国遼東半島の清国への返還を勧告（三 ・愛知憲兵隊、第３憲兵隊愛知第１・第２分隊と改称

国干渉） ・名古屋で活字鋳造はじまる。

・日露通商航海条約調印

1898(明治31) ・米西戦争おこる。 ・豊太閤三百年祭

・名古屋電気鉄道笹島・県庁前間開通

・名古屋市内に電話開通

・名古屋で最初の洋画展

1900(明治33) ・愛知県庁新庁舎竣工（南武平町）

1902(明治35) ・日英同盟協約調印

1904(明治37) ・ロシアに宣戦布告（日露戦争） ・第三師団に動員令

・東京砲兵工廠熱田兵器製造所事業開始

・露軍浮虜東本願寺別院収容所へ入所

1905(明治38) ・奉天会戦 ・宝生院蔵「古事記 「漢書食貨志 「 」国宝指定」 」 �玉集

・日本海海戦

1906(明治39) ・南満州鉄道設立 ・凱旋記念博覧会

・豊橋町、市政施行

1907(明治40) ・小学校令改正（義務教育六年制） ・名古屋港開港

1909(明治42) ・伊藤博文ハルピンで暗殺される。 ・愛知県医師会設立

・名古屋市役所、新栄町の新庁舎へ移転

・鶴舞公園開園

1910(明治43) ・第二回日露協約調印 ・木曽川橋竣工渡橋式

・韓国併合に関する日韓条約調印 ・名古屋開府三百年記念祭

・帝国在郷軍人会発会式 ・名古屋市上水道敷設工事着工

1911(明治44) ・清国で辛亥革命はじまる。 ・名古屋市下水道敷設工事着工

・生糸生産高、中国を抜いて世界第一位となる。 ・江戸城蓮池御門移築、名古屋城正門となる

1912(大正元) ・清国の宣統帝退位（清朝滅亡） ・ふん尿汲取の名古屋市営実施



・新舞子海水浴場開設

・菊琴（大正琴）全国で発売

・名古屋で貸自動車業おこる。

1914(大正 3) ・第一次世界大戦はじまる ・名古屋に国技館開館

・ドイツに宣戦布告 ・名古屋で最初の発声映画「末広」など公開

・東京・大阪で株価暴落 ・名古屋市上水道給水開始

・生糸相場暴落 ・独軍 虜東別院収容所へ入所俘

・青島 ・稲永に飛行場開設陥落

・名古屋でタクシー業はじまる。

1915(大正 4) ・対華二十一カ条要求 ・名古屋で最初の写真展覧会

・東京株式市場暴騰（大戦景気はじまる） ・御大礼奉祝勧業共進会

1916(大正 5) ・第四回日露協約調印 ・岡崎町、市制施行

・名古屋に蓄音器の吹込場設立

・コレラ、ペスト流行

・豊橋に動物園開設

1917(大正 6) ・ロシア二月革命 ・大阪砲兵工廠名古屋兵器製造所設置

・東京・大阪株式相場・綿糸相場暴落 ・鳴海町小作争議はじまる。

・石井・ライシング協定

・ロシア十月革命

1918(大正 7) ・政府、シベリア出兵を宣言 ・名古屋市鶴舞公園附属動物園開園

・富山県に米騒動、全国に波及 ・米騒動名古屋をはじめ県下各地に波及

・大学令・改正高等学校令公布 ・鶴舞公園で休戦条約成立祝賀会

・自動車会社の設立あいつぐ。

1919(大正 8) ・ヴェルサイユ講和条約調印 ・アメリカ領事館開設

・株式市場商品市場の投機ブーム激化 ・名古屋逓信局設置

1920(大正 9) ・国際連盟発足 ・銀行取付、名古屋へ波及

・戦後恐慌はじまる ・征清第一軍戦死者記念碑覚王山に移転

・国際連盟、南洋群島に対する日本の委任統治を決定

1921(大正10) ・ワシントン会議で米・英・日・仏四ヵ国条約に調印 ・第１５師団満州駐屯

・日英同盟廃棄 ・名古屋鉄道設立

・一宮町、市制施行

・知多郡古見に飛行場開設

1922(大正11) ・中国に関する九ヵ国条約 ・名古屋で官業労働者、軍縮にともなう失業救済の示威

・海軍軍備制限条約 ・東邦 設立瓦斯

・シベリアから撤兵を声明 ・名古屋市、名古屋電気鉄道を買収し、電気軌道の営業

・イタリア、ファシスト政権成立 開始

・ソビエト社会主義共和国連邦（ソ連邦）成立

1923(大正12) ・関東大震災 ・名古屋市下水道敷設工事竣工

・中村公園運動場、愛知県より名古屋市に移管

・市立名古屋図書館開館

1924(大正13) ・外国為替相場暴落 ・名古屋で第一回全国選抜中等学校野球大会

・メートル法使用はじまる。 ・名古屋で最初の公開茶会

1925(大正14) ・日ソ基本条約調印 ・名古屋に映画製作所開設

・東京放送局試験放送の開始 ・名古屋放送局放送開始

・陸軍現役将校学校配属令公布 ・小幡ヶ原に名古屋飛行学校開校

1926(大正15) ・日本放送協会設立 ・郡役所廃止

・株式・生糸・綿糸相場暴落 ・中川運河関削工事着工



・昭和と改元 ・豊田自動織機製作所設立

1927(昭和 2) ・金融恐慌はじまる ・愛知電鉄神宮前・吉田間全通

・兵役法公布 ・普選最初の県会議員選挙

・第一次山東出兵 ・愛電球場（鳴海球場）開場

・政府、東方会議開催 ・陸軍特別大演習

・名古屋で最初の発声映画公開

1928(昭和 3) ・張作 ・大相撲名古屋本場所霖爆殺事件

・騎兵第三連隊東春日井郡守山町へ移駐・パリ不戦条約調印

・名古屋無線電信局開局

・御大典奉祝名古屋博覧会

1929(昭和 4) ・ニューヨーク株式市場大暴落（世界恐慌はじまる） ・昭和塾堂竣工

・名古屋中心に防空演習

1930(昭和 5) ・ロンドン（海軍軍縮）条約調印 ・名古屋市営バス営業開始

・国産品愛用運動開始 ・名古屋市公会堂竣工

・浜口首相、狙撃される。

・世界恐慌、日本に波及（昭和恐慌）

1931(昭和 6) ・満州事変はじまる（柳条湖事件） ・名古屋城公開

・東北地方で冷害・大凶作 ・徳川家、徳川園を名古屋市に寄贈

・知多鉄道太田川・成岩間開通

・名岐鉄道新小牧・犬山間開通

1932(昭和 7) ・上海事変 ・国産乗用自動車「アツタ号」完成

・満州国建国宣言 ・鶴舞公園運動場完成

・５．１５事件 ・愛知県防空防護委員会設置

・中川運河全通

1933(昭和 8) ・ドイツにナチス政権成立 ・鶴前公園にラヂオ塔建設

・国際連盟脱退 ・名古屋市役所新庁舎竣工

1934(昭和 9) ・政府、ワシントン海軍軍縮条約廃棄を通告 ・第三師団動員令

・名古屋市人口１００万人突破

・名古屋港第１０号地に仮飛行場設置

・アメリカ職業野球団、鳴海球場で全日本軍と対戦

1935(昭和10) ・政府、国体明徴に関する声明発表 ・青年学校開校あいつぐ。

・名古屋鉄道設立

・徳川美術館開館

・大阪朝日新聞、大阪毎日新聞名古屋印刷開始

1936(昭和11) ・２．２６事件 ・名古屋金鯱軍、鳴海球場で東京巨人軍と対戦

・日独防共協定調印 ・本県最初の満州移民

・第三師団管内の国防婦人会結成

1937(昭和12) ・ （日中戦争はじまる） ・国鉄名古屋駅完成蘆溝橋事件

・国民精神総動員中央連盟創立 ・名古屋市桜通り開通

・イタリア、日独防共協定に参加 ・名古屋汎太平洋平和博覧会

・日本軍南京占領 ・名古屋市東山植物園、動物園開園

・トヨタ自動車工業設立

・国民精神総動員愛知県実行委員会設置

・陸軍造兵廠名古屋工廠高蔵兵器製造所設置

1938(昭和13) ・国家総動員法公布 ・名古屋市、民営バスの買収完了

・日本軍武漢三鎮占領 ・愛知県庁新庁舎竣工

・近衛首相、東亜新秩序建設を声明 ・関西急行電鉄名古屋・桑名間開通

・三菱重工業名古屋発動機製作所設立



・愛知県青島貿易斡旋所・愛知県天津商品紹介所開設

1939(昭和14) ・ノモンハン事件 ・名古屋市電の急行運転開始

・国民徴用令公布・施行 ・堀川改修工事竣工

・アメリカ、日米通商航海条約破棄を通告 ・名古屋帝国大学設置

・独ソ不可侵条約調印 ・名古屋市、豊橋市などで銃後奉公会結成

・第二次世界大戦はじまる。 ・満州開拓団東三河郷先遣隊出発

・国民精神総動員事務局設置

・愛知県上海貿易斡旋所開設

・紀元二千六百年奉讃展覧会

・豊川海軍工廠設置

・陸軍造兵廠名古屋工廠鳥居松製造所設置

1940(昭和15) ・報国債権売出し開始 ・名古屋市電気局が木炭バス新造

・六大都市で砂糖・マッチの配給切符制 ・陸軍造幣廠名古屋工廠、名古屋陸軍造兵廠に改組

・ 品等製造販売制限規則公布（７．７禁令） ・愛知県マニラ貿易斡旋所開設奢侈

・全政党解党 ・国民精神総動員愛知県本部設置

・北部仏領インドシナ進駐 ・愛知県北京貿易斡旋所設置

・日独伊三国同盟調印 ・紀元二千六百年祝典挙行

・大政翼賛会発足 ・名古屋アメリカ領事館閉鎖

・国民服令公布 ・大政翼賛会愛知県支部結成

1941(昭和16) ・国民学校令公布 ・大政翼賛会名古屋市支部結成

・日米交渉はじまる。 ・名古屋市連合教育報国会結成

・日ソ中立条約調印 ・愛知県国民教育報国会結成

・六大都市で米穀配給通帳制実施 ・愛知県中等教育報国団結成

・南部仏領インドシナ進駐 ・名古屋市で米穀通帳制実施・外食券実施

・金属類回収令公布 ・名古屋港第１１号地に名古屋飛行場設置

・東条英機内閣成立 ・金属類特別回収実施

・国民勤労報国協力令公布 ・名古屋市公会堂で米英撃滅国民大会

・太平洋戦争はじまる。 ・名古屋陸軍造兵廠鷹来製造所設置

（マレー半島上陸、ハワイ真珠湾攻撃） ・英語の追放運動県下に広がる

1942(昭和17) ・衣料切符制実施 ・米軍２機が名古屋市初空襲

・米軍機本土初空襲 ・大日本婦人会愛知県支部結成

・企業整備令公布 ・名古屋市内県立６中学校に学区制実施

・ミッドウェー海戦 ・県地方事務所設置

・情報局一県一紙の新聞統合案大綱発表 ・朝日・毎日両新聞社、名古屋での発行停止

・中部日本新聞創刊

1943(昭和18) ・日本軍、ガダルカナル島撤退開始 ・県内最初の軍官民連合特別総合防空訓練実施

・英米語の雑誌名禁止 ・ジャズレコードの販売・演奏禁止

・イタリア無条件降伏 ・愛知航空機設立

・出陣学徒壮行大会（明治神宮外苑競技場） ・名古屋市内公立５高等女学校に学区制実施

・大東亜会議開催 ・トロリーバス運転開始（名古屋・桜山～大曽根間）

・第１回カイロ会談 ・愛知県金属非常回収工作隊本部設置

・徴兵適齢臨時特例公布（１９歳に引下げ) ・国鉄飯田線営業開始

・愛知県防空総本部設置

・県内各高専出陣学徒壮行会

・飛行予科練習生壮行式

・東海地区学生生徒連合演習

・名古屋防空疎開委員会設置

1944(昭和19) ・国民学校初等科児童の集団疎開決定 ・名古屋防空疎開実行本部設置

・マリアナ沖海戦 ・名古屋市に最初の疎開命令

・米軍、サイパン島に上陸開始 ・陸軍小牧飛行場建設

・学徒勤労令・女子挺身勤労令公布 ・国民勤労動員署設置

・レイテ沖海戦 ・愛知県青少年学徒勤労動員本部設置

・Ｂ２９東京初空襲 ・東洋紡績知多工場、企業整備令により中島飛行機製作

所に譲渡



・名古屋など６大都市の国民学校学童２００万人に一食

米７勺の給食開始

・大日本麦酒半田工場、中島飛行機製作所に施設提供

・名古屋市の学童集団疎開開始

・東山動物園の猛獣処理始まる。

・汪精衛、名古屋で死去

・東南海地震

・名古屋市への本格的空襲始まる。

1945(昭和20) ・ヤルタ会談 ・三河地震

・東京大空襲 ・Ｂ２９約２００機、名古屋へ初の夜間市街地空襲

・国民勤労動員令公布 ・名古屋市内の国民学校閉鎖

・米軍、沖縄本島占領 ・空襲により名古屋城焼失

・ドイツ、無条件降伏 ・名古屋市熱田区の愛知時計電機など空襲

・広島に原子爆弾投下 ・豊橋市に空襲

・ソ連、対日宣戦布告 ・愛知県庁国民義勇隊結成

・長崎に原子爆弾投下 ・一宮市、岡崎市に空襲

・終戦の詔書放送 ・愛知県戦時食糧本部設置

・ポツダム宣言受諾 ・中島飛行機半田製作所解体、富士産業発足

・降伏文書調印・連合国軍の本土進駐 ・尾張航空機工業、尾張時計と改称

・ＧＨＱ五大改革指令 ・豊川海軍工廠被爆

・国際連合発足 ・愛知県渉外事務局設置

・財閥解体成立 ・愛知県戦災者援護相談所設置

・女性の参政権（衆議院議員選挙法改正公布） ・連合国軍進駐開始

・名古屋市公会堂進駐軍劇場として接収

・米軍第２５師団司令部大和生命ビルに設置

・在外引揚げ邦人相談所開設

1946(昭和21) ・公職追放の公布 ・名古屋市東山植物園、動物園再開

・第一次農地改革 ・引揚援護院名古屋引揚援護局設置

・極東国際軍事裁判所開廷 ・名古屋タイムズ創刊

・中国全面的内戦はじまる。 ・愛知県引揚者援護連絡本部設置

・日本国憲法公布（昭和２２年５月施行） ・東海北陸地方軍政部の下に愛知軍政部設置

・第二次農地改革 ・名古屋中央放送局、ローカル放送開始

・白川公園跡のアメリカ村第１期工事竣工

1947(昭和22) ・教育基本法・学校教育法公布 ・農地改革による第１回農地買収

・六・三制教育開始 ・名古屋高等裁判所・名古屋地方裁判所・簡易裁判所設

・地方自治法施行 置

・大韓民国成立 ・名古屋港から戦後最初の民間貿易船出航

・朝鮮民主主義人民共和国成立 ・名古屋地方経済安定局設置

・改正民法公布 ・御園座開場

・内務省廃止 ・戦後初の国勢調査、県内人口３１２万人

1948(昭和23) ・新制高等学校発足 ・自治体警察発足、愛知県公安委員会・愛知県国家地方

・地方財政法公布、地方配布税法公布 警察発足

・教育委員会法公布 ・第１回愛知県復興宝くじ発売

・総司令部経済安定９原則を指令 ・名古屋鉄道豊橋・新岐阜間直通運転開始

・第一回県営競馬

・愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会発足

・中日スタジアム開場

1949(昭和24) ・ドッジプラン発表 ・名古屋に第二のアメリカ村キャッスルハイツ完成

・１ドル３６０円の為替レート決定 ・名古屋証券取引所再開

・シャウプ勧告全文発表 ・新制名古屋大学・名古屋工業大学・愛知学芸大学設置

・中華人民共和国成立 ・豊川農業水利事業着手

・乗用車生産制限解除、トヨタ自動車工業の本格的生産

再開

1950(昭和25) ・公職選挙法公布 ・朝日・毎日両新聞社、名古屋印刷開始



・朝鮮戦争はじまる（～昭和２８年） ・アメリカ領事館開設

・警察予備隊発足 ・名古屋市金山体育館、瑞穂陸上競技場竣工

・特需景気おこる。 ・第５回国民体育大会本県で開催

1951(昭和26) ・証券・繊維相場暴落 ・大相撲名古屋準本場所

・サンフランシスコ平和条約調印 ・名古屋港管理組合設立

・日米安全保障条約調印 ・講和条約調印記念式典

・中部日本放送開局

・小牧飛行場の民間使用開始

・名古屋市に蓬左文庫開館

※資料 「愛知県史略年表 「愛知県史略年表 「愛知県史略年表 「愛知県史略年表 」」、 」、 」、文化編 産業経済編 政治編

（以上 昭和５１年～５８年 愛知県文化会館図書部編集発行 、）

「終戦５０周年資料展－戦争と市民生活]（平成７年 名古屋市総務局発行 、）

「草の根の語りべたち （平成８年 愛知県民生部障害援護課編集発行）による。」


